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Ｎ進法と桁入れかえ 

 

 次の問いに答えなさい。 

 

（１）６進法において，３つの数２，４，５を並びかえてできる６つの３桁の整数の和を，１０進法で表し

なさい。 

 

（２）８進法において，０を除く３つの異なる数を並びかえてできる６つの３桁の整数の和を，１０進法で

表すと１７５２になりました。このとき，３つの数の組みあわせとして考えられるものは何通りありま

すか。 

 

（３）７進法において，０を除く４つの異なる数を並びかえてできる４桁の整数の和を□， 

  ９進法において，０を除く４つの異なる数を並びかえてできる４桁の整数の和を△とします。 

  □×４.１＝△となるとき，□の値をして考えられるものをすべて答えなさい。 
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Ｎ進法と桁入れかえ 

（１）９４６ （２）５通り （３）２４０００，２６４００，２８８００，３１２００ 

 

（１）６進法では下から順に１の位，６の位，６×６＝３６の位となります。２，４，５を並びかえてでき

る６つの整数は， 

   ２４５ 

   ２５４ 

   ４２５ 

   ４５２ 

   ５２４ 

   ５４２ 

  で，２，４，５はそれぞれ各位に２回ずつ現れることから，６つの整数の和は， 

（２＋４＋５）×２×（３６＋６＋１）＝９４６です。 

 

（２）ａ，ｂ，ｃはそれぞれ各位に２回ずつ現れることから，６つの整数の和は， 

（ａ＋ｂ＋ｃ）×２×（８×８＋８＋１）＝（ａ＋ｂ＋ｃ）×１４６＝１７５２です。 

ａ＋ｂ＋ｃ＝１７５２÷１４６＝１２より，１２を１以上７以下の３つの異なる整数に和分解します。 

条件を満たすのは，１＋４＋７，１＋５＋６，２＋３＋７，２＋４＋６，３＋４＋５の５通りです。 
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（３）７進法においてａ，ｂ，ｃ，ｄを並びかえてできる整数は４×３×２×１＝２４（個）あるので，ａ，

ｂ，ｃ，ｄはそれぞれ各位に２４÷４＝６（回）現れます。よって，２４個の整数の和は， 

 （ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）×６×（７×７×７＋７×７＋７＋１）＝（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）×６×４００です。 

  同様に，９進法においてｅ，ｆ，ｇ，ｈを並びかえてできる２４個の整数の和は， 

 （ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ）×６×（９×９×９＋９×９＋９＋１）＝（ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ）×６×８２０です。 

 

  （ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）×６×４００×４.１＝（ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ）×６×８２０， 

  （ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）×６×２×８２０＝（ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ）×６×８２０， 

  （ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）×２＝（ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ） 

  ここで，ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄは１＋２＋３＋４＝１０以上，３＋４＋５＋６＝１８以下， 

  ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈは１０以上，５＋６＋７＋８＝２６以下なので， 

ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄの２倍がｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈとなるのは，ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄが１０以上１３以下の場合です。 

よって， 

１０×６×４００＝２４０００， 

１１×６×４００＝２６４００， 

１２×６×４００＝２８８００， 

１３×６×４００＝３１２００，です。 
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